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会 長 ： 細 井 董 三 

1. 

会 長 細 井 董 三 

勉 

、て 

【午前の部】 

9 ： 30～ 受付開始 

9：45～ 開 会 会 長 挨 拶 

9 ： 50～10 ： 25 ̶ 般 演 題 I 

座長 社 会 保 険 中 央 病 院 浜 田 

当施設における胃集団検診の最近の成績と今後の問題につ 

：.陸上自衛隊(関東地方)における胃間接X線検診成績の検討 

、当院における検診発見胃癌例の検討 

： 過 去10年 間 の 間 接 撮 影 読 影 医 の 個 人 評 価 と 見 直 し 例 の 検 討 

：.練馬区民を対象とした胃癌検診の推移 

10 ： 43 一般演題II 

座長 群 馬 県 健 康 づ く り 財 団 今 井 貴 子 

ら.血清ぺプシノーゲン法陰性胃癌の検討 

1.胃集検における間接X線法と血清 

早期冒癌検診協会 

自衛隊朝霞駐屯地医務室 

熊谷総合病院外科 

伊勢崎佐波医師会 

練馬区医師会医療検診センター 

10 ： 25 

群馬県健康づくり財団 

ゲン法とでの胃癌発見成績の比較検討 

東京都がん検診センター内視鏡科 

東京都がん検診センター消化器科 

安房医師会 

癌研究会附属病院総合検診センター 

神奈川県立厚木病院 

神奈川県労働衛生福祉協会 

癌研究会附属病院総合検診セン夕ー 

社会保険中央総合病院放射線部 

代々木病院 

日本健康倶楽部千葉支部 

東京都がん検診センタ一放射線科 

多摩がん検診センタ一放射線科 

10：43～1に04 ̶般演題III 

座長 辰 野 総 合 病 院 松 崎 廉 

8.胃集検時の食道造影を契機に発見された早期食道癌の例 

え手 術 を 拒 否 し た 集 検 発 見 胃 癌 長 期 生 存 例 

10.検診発見胃癌における内視鏡的粘膜切除例の臨床病理学的検討 

1に04～1に39 ̶ 般 演 題 I V 

座長 神 奈 川 県 労 働 衛 生 福 祉 協 会 石 渡 良 徳 

11.胃集検放射線装置等実態調査から検診における胃撮影法の分析 

12.胃集検における撮影体位の検討 

13.当施設における直接胃X線検査法とその発見胃癌例の検討 

14.当検診センターにおいて過去2年間に発見された胃癌の検討 

1 5 .当 院 1 2年 間 に お け る 胃 X線 検 査 の 推 移 と 内 視 鏡 検 査 と の 比 較 

1に39～12:00 ̶ 般 演 題 V 

座長 慶 応 大 学 病 院 中 央 放 射 線 技 術 室 都 築 史 郎 

16.胃集検使用82量と付着効果について 

17.発泡剤の引用方法についての検討 

18.胃集団検診における技術向上についての検討 

12 ：00̃13 ：15昼食（世話人会：ホテル聚楽） 

13 ：15～13 ： 30総会 

【午後の部】 

13 ： 30～14 ： 30 特別講演 

「胃癌の自然史」 

司会 

14 ： 30～15 ： 25 教育講演 

「消化管撮影の質的向上を求めて」 

司会 多 摩 が ん 検 診センター細 井 董 三 

15 ： 25～17： 55 シンポジウム 

「胃集検における後継者育成の現状と問題点」 

司 会 癌 研 究 会 附 属 病 院 総 合 検 診 セ ン タ ー 馬 場 保 昌 

東 京 都 が ん 検 診 セ ン タ ー 小 澤 元 美 

1.胃集検における後継者育成の現状と問題点一医師の立場から一 

ミ.胃集検における後継者育成の現状と問題点 

！,.胃集検における後継者育成の現状と問題点一医師の立場から一 

ん胃集検における後継者育成の現状と問題点 

ミ.胃集検における後継者育成の現状と問題点 霞ケ浦成人病研究事業団検診センター 

ら.胃集検における後継者育成の現状と問題点一若年層の立場から一 早期冒癌検診協会中央診療所 

1.後継者育成の視点から見た保健婦業務の現状と問題点を考える横浜市立市民病院がん検診センター 

8 1胃 集 団 検 診 の 従 事 者 育 成 の 現 状 と 課 題 多摩福祉部健康科 

指 定 発 言 神 奈 川 県 労 働 衛 生 福 祉 協 会 海 老 根 精 二 

特 別 発 言 早 期 胃 癌 検 診 協 会 中 央 診 療 所 市 川 平 三 郎 

17 ： 55 ̃ 1 8 ： 00 閉会の辞 

次 回 第5 7回地方会会長 埼 玉 県 医 師 会 山 崎 寛 一 郎 

山田弘徳ほか 

下屋正則ほか 

遠藤正人ほか 

倉繁徹昭ほか 

今野重光ほか 

茂木文孝ほか 

志賀俊明ほか 

松 本 悟 ほ か 

原 久 弥 ほ か 

牟田仁彦ほか 

村西久幸 

小玉光也ほか 

松本史樹ほか 

奥田圭ニほか 

小野寺礼子ほか 

日原俊彦ほか 

斎藤弘巳ほか 

菊地好子ほか 

東 京 都 が ん 検 診 セ ン タ ー 西 沢 護 先 生 

栃 木 県 立 が んセンター笹 川 道 三 

亀 田 総 合 病 院 附 属 幕 張クリニック顧 問 土 井 偉 誉 先 生 

横浜市立市民病院がん検診センター 

茨城県総合検診協会 

癌研究会附属病院総合検診センター 

労働医学研究会 

今村清子 

斎藤洋子 

牟田仁彦 

木村俊雄 

安掛武ー 

北川まゆみ 

山中孝子 

田島佐知子 

閉会 

18 ：10 懇親会（ホテル聚楽2階) 

視; 
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块
：
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血
検
査
の
^
 

つ
、
，
ノ
ー
 

体
を
お
一
寸
る
方
法
 

ズ
，
ん
、
を
、
慶
応
病
院
 

の
指
示
書
通
に
や
っ
て
失
敗
し
 

た
己
の
経
験
か
ら
、
「
免
疫
学
的
 

便
潜

血

テ
ス
ト
」
の
信
頼
性
に
 

は
疑
問
が
あ
る
と
書
い
た
。
そ
 

の
帰
り
本
屋
に
立
ち
寄
る
と
、
 

小
学
館
よ
り
「
東
方
見
便
録
」
 

(も
の
出
す
人
々
か
ら
見
た
ァ
ジ
 

ァ
考
現
学
)
の
本
が
出
て

い
た
。
 

ア
ジ
ア
各
地
で
人
々
は
ど
の
よ
 

う
な
方
法
で
便
を
出
し
て
い
る
 

か
の
実
地
体
験
記
だ
。
人
々
が
 

並
ん
で
し
ゃ
が
ん
で
出
す
「
流
 

し
素
翅
」
式
、
日
本
で
も
あ
っ
た
 

「
厠
」
式
、
部
屋
に
置
く
「
桶
」
式
、
 

脉
ゃ
魚
に
食
わ
す
「
養
殖
」
式
と
 

様
々
だ
。
水
洗
便
所
が
普
及
し
 

た
と
行
つ
て
も
、
全
国
で
の
数
 

十
万
の
検
体
は
、

ア
ジ
ア
各
地
 

と
変
わ
ら
な
い
処
の
物
も
あ
る
 

は
ず
だ
。
水
洗
に
な
る
前
の
わ
 

が
家
は
、
は
る
か
手
の
届
か
な
 

い
壷
に
落
ち
て

し
ま
っ
た
。
仕
 

方
な

く
毎
朝
顔
を
洗
う
洗
面
器
 

に
、
新
聞
紙
を
敷
い
て
検
体
を
 

出
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
検
体
 

な
ら
ほ
ぼ
安
心
し
て
検
査
結
果
 

に
納
得
で
き
る
。
被
験
者
は
体
 

内
か
ら
検
体
を
出
し
て
、
検
体
 

容
器
の
棒
で
ま
ん
べ
ん
な

く
検
 

体
表
面
を
檫
り
、
容
器
に

入
れ
 

て
出
す
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
 

検
査
回
数
は
精
度
に
か
か
わ
る
 

の
で
問
題
と
な
つ
て
い
る
が
、
 

水
洗
便
器
に
水
没
し
た
検
体
や
、
 

他
人
の
も
の
と
同
じ
と
こ
ろ
か
 

ら
拾
い
上
げ
た
検
体
で
は
、
精
 

度
に
違
い
が
出
る
だ
ろ
う
。
検
 

体
自
体
の
状
態
は
不
問
視
さ
れ
、
 

そ
の
後
の
容
器
内
の

も
の
で
精
 

度
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
検
体
 

実
態
調
査
を
な
い
が
し
ろ

に
し
 

て
、
「
免
疫
学
的
便
潜

血
テ
ス
ト
 

陰
性
大
腸

ガ
ン
」
の
学
会
発
表
 

に
盲
点
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
 

そ
の
疑
問
を
言
う
と
「
水
洗
便
 

所
の
『
お
前
』
式
は
ど
う
す
る
ん
 

だ
」
と
聞
か
れ
た
。
「
ま
ず
、
ド
 

ラ
イ
バ
ー
で
水
洗
の
水
の
出
口
 

の
栓
を
閉
め
、
便
器
に
溜
ま
つ
 

て
い
る
水
を
流
し
、
少
々
残
つ
 

て
い
る
水
に
検
体
が
沈
ま
な
い
 

よ
う
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
べ
1
 

パ

Iを
折
り
畳
ん
で
敷
い
て
、
 

そ
こ
に
出
す
ん
だ
」
 

の
鏜
康
に
つ
い
て
 

代
表
世
話
人
代
行
 

癌
研
究
会
附
属
病
院
内
科
部
長
 
丸
山
雅
 

な
る
こ
と
を
恐
れ
る
も
の
で
 

す
。
 

私
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
 

ォ
︱
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
異
 

を
唱
え
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
 

言
い
た
く
て
も
言
え
な
い
多
く
 

の
人
間
を
代
弁
し
て
い
る
積
り
 

な
の
で
す
が
、

シ
ス
テ
ム
開
発
 

に
タ
ツ
チ
し
た
人
間
の
大
部
分
 

は
そ
う
は
考
え
な
い
よ
う
で
 

す
。
彼
ら
は
、
そ

し
て
？
社
は
、
 

私
が
？
社
を
嫌
い
だ
か
ら
文
句
 

を
言
う

の
だ
と
公
言
し
て
い
る
 

よ
う
で
す
。
 

目
の
健
康
の
こ
と
を
考
え
て
 

み
ま
し
よ
う
。
客
観
的
な
証
拠
は
 

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
一
月
以
後
 

の
私
の
老
眼
は
だ
い
ぶ
進
み
ま
 

し
た
。
ま
た
、
断
続
的
な
が
ら
平
 

均
五
、
六
時
間
は
外
来
で
モ
ニ
 

タ
︱
を
見
な
が
ら
仕
事
を
し
た
 

後
の
目
の
疲
労
は
明
ら
か
で
、
車
 

を
運
転
す
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
 

ん
。
信
号
を
見
る
こ
と
が
苦
痛
に
 

な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
と
こ
ろ
私
 

が
車
で
早
朝
出
勤
す

る
の
を
止
 

め
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
 

マ
ウ
ス
に
よ
る
画
面
操
^
は
 

革
命
的
な
こ
と
で
す
が
、
す
べ
 

て
の
操
作
を
マ
ウ
ス
で
行
う
の
 

が
人
間
に
と
つ
て
决
適
で
あ
る
 

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
少
な

く
と
 

も
プ
リ
ン
ト
ゃ
ォ
︱
ダ
ー
発
行
 

の
コ
マ
ン
ド
は
キ
︱
操
作
で
や
 

る
方
が
楽
に
決
ま
つ
て
い
ま
す
。
 

目
の
疲
労
度
が
違
い
ま
す
。
 

こ
こ
で
問
い
た
い

の
が
シ
ス
 

テ
ム
の
設
計
思
想
で
す
。
マ
ウ
 

ス
を
ク
リ
ツ
ク
す
る
回
数
は

目
、
 

指
、
腕
、
そ
し
て
肩
の
筋
肉
疲
労
 

に
直
結
し
ま
す
。
長
い

バ
ソ
コ
 

ン
歴
か
ら
「
ク
リ
ッ
ク
の
回
数
 

を

(
ク

リ

ッ

ク

前

の

動

作

を

含
 

め
て
)最
小
限
に
す
る
」
こ
と
が
 

ュ
ー
ザ
︱
の
目
の
疲
労
を
最
小
 

限
に
す
る
と
私
は
確
信
し
て
い
 

ま
す
が
、
メ
ー
力
ー
側
は
こ
う
 

い
つ
た
こ
と
に
は
目
を
瞎
ろ
う
 

と
し
て
い
ま
す
。
 

勤
務
医
の
仕
事
内
容
は
施
設
 

に
よ
つ
て
差
が
あ
る
で
し
ょ
う
 

が
、
癌
研
の
内
科
の
医
師
達
の
 

主
な
仕
事
は
画
像
診
断
で
す
か
 

ら
彼
ら
は
消
化
管
の
造
影
診
断
、
 

じ
丁
、

 ̂

 &

 I、
超
音
波
、
内
視
 

鏡
、
血
管
造
影
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
 

毎
日
モ
ニ
タ
ー
漬
け
に
な
つ
て
 

い
ま
す
。
そ
れ
に
今
度
は
外
来
 

診
察
、
病
棟
業
務
で

モ
ニ
タ
ー
 

画
面
を
見
続
け
て
仕
事
を
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
 

一
方
、
キ
I
パ
ン
チ
ヤ
ー
は
 

四
十
五
分
仕
事
を
し
て
十
五
分
 

休
館

と̂
い
、
つ
原
則
で
動
き
ま
す
。
 

当
然
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
は
 

目
を
始
め
と
し
て
体
の
健
康
を
 

考
慮
し
て
の
こ
と
で
す
。
キ
︱
 

パ
ン
チ
ヤ
︱
の
仕
事
と
比
較
す
 

る
と
医
師
の
仕
事
が
い
か
に
過
 

酷
な

も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
り
 

問
題
の
？
社
は
液
晶

モ
二
 

夕
︱
の
輝
度
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
 

を
ど
の
よ
う
に
調
節
す
れ
ば
目
 

の
疲
労
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
 

に
対
し
て
も
未
だ
回
答
し
て
い
 

ま
せ
ん
。
 

シ
ス
テ
ム
設
計
に
思
想
を
こ
 

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
病
 

院
が
使
う
予
算
の
多
寡
に
関
係
 

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
説
も
あ
 

り
、
こ
れ
は
も
つ
と
も
な
こ
と
 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
 

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
小
限
、
目
 

を
保
護
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
的
 

な
思
考
は
商
品
と
し
て
の
不
可
 

欠
な
要
素
に
す
べ
き
で
す
。
 

こ
う
な
る
と
、
問
題
は
個
々
 

の
コ
ン
ピ
ュ
︱
夕
︱
 

メ

︱

力

ー
 

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
倫
理
で
は
な

く
、
 

コ
ン
ビ
ュ
︱
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
そ
 

の
も
の
が
非
倫
理
的
で
あ
る
と
 

結
論
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
 

と
思
い
ま
す
。
 

ォ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
 

潤
沢
な
予
算
を
使
え
る
病
院
以
 

外
は
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
 

一
一
一
一
口
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
は
つ
ね
に
 

進
化
す
ベ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
 

す
が
、
商
品
価
値
の
な
い

ソ
フ
 

ト
の
不
備
を
ュ
︱
ザ
ー
の
負
担
 

で
賄
い
、
あ
ま
つ
さ
え
こ
れ
を
 

次
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
生
か
さ
な
 

い
と
い
う
や
り
方
は
正
義
に
反
 

す
る
I」
と
で
す
。
 

あ
る
い
は
、
見
方
を
換
え
 

て
、
外
来
診
察
で
は
メ
デ
ィ
力
 

ル
セ
ク
レ
タ
リ
︱
が
い
て
医
師
 

は
口
答
で
ォ
ー
ダ
︱
を
伝
え
れ
 

ば
す
む
と
い
う
状
況
に
な

つ
て
 

初
め
て
ォ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
 

ム
は
認
知
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
 

も
っ
と
も
、
現
行
の
医
療
制
度
 

の
下
で
は
こ
ん
な
こ
と
は
夢
の
 

ま
た
夢
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
 

？
。
 

力
 

昭
和
四
十

一
年
医
学
部
卒
の
 

医
師
は
国
試
ボ
イ
コ
ッ
ト
組
と
 

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
 

人
で
あ
る
私
は
、
あ
の
不
毛
の
 

体
験
以
来
、
言
う
べ
き
は
言
う
 

と
い
う
唇
念
を
貫
い

て
き
ま
し
 

た
。
今
回
の
コ
ン
ピ
ュ
︱
夕
批
 

判
も
そ
の
信
念
の
延
長
線
上
に
 

あ
る
こ
と
で
す
。
 

ど
の
よ
う
な
世
界
で
あ
れ
、
 

時
代
を
越
え
て
、
ほ
と
ん
ど
の
 

人
間
は
自
分
の
身
に
直
接
被
害
 

が
及
ば

な
い
限
り
文
句
は
言
わ
 

な
い
も
の
で
す
。
暴
力
、
自
分
 

の
地
位
に
関
す
る
こ
と
、
そ

し
 

て
金
銭
に
ま
つ
わ
る
こ
と
、
な
 

ど
を
除
け
ば
、
多
少
の
不
満
や
 

義

憤

を

感

じ

て

い

た

と

し

て
 

も
、
人
間
は
む
し
ろ
何
か
異
議
 

を
唱
え
る
，
」
と
に
よ
つ
て
自
分
 

が
疎
ま
れ
、
場
合
に
よ
つ
て
は
 

現
在
の
自
分
の
立
場
が
崩
れ
た
 

り
、
あ
る
い
は
出
世
で
き
な

く
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第
；
8回
日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
一

般
演
題
抄
録
 

I般
演
題
︱
 

座

長

社

会

保

険

中

央

病

院
 

浜

田

勉
 

令
当
施
設
に
お
け
る
胃
集
団
検
 

診
の
最
近
の
成
績
と
今
後
の
問
 

題
点
に
つ
い
て
 

早
期
胃
癌
検
診
協
会
 

〇
山
田
弘
徳
、
中
嶋
秀
麿
、
長
嶋
 

雄
一
、
松
本
栄
直
、
福
田
昌
義
、
 

日
野
い
づ
み
大
塚
誉
子
、
高
木
 

直
行
、
池
延
東
男
、
市

平̂
三
郎
 

今
年
3月
、
厚
生
省
「
が
ん
検
 

診
の
有
効
性
評
価
に
か
ん
す
る
 

研
究
班
」
に
よ
る
「
が
ん
検
診
の
 

有
効
性
等
に

か
ん
す
る
情
報
提
 

供
の
た
め
の
手
引
」
に
お
い
て
、
 

胃

X線
検
査
を
用
い
た
胃
が
ん
 

検
診
は
、
胃
が
ん
死
亡
減
少
効
 

果
に
つ
い
て
一
応
の
有
効
性
が
 

認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
検
診
に
 

対
し
て
の
過
大
評
価
に
注
意
す
 

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
不
利
益
、
す
 

な
わ
ち
そ
の
感
度
、
特
異
度
、
陽
 

性
反
応
的
中
度
が
低
い

こ
と
な
 

ど
の
検
査
の
限
界
に
つ
い
て
報
 

告
さ
れ
た
。
 

そ
こ
で
、
当
施
設
に
お
け
る
 

最
近
の
胃
集
団
検
診
の
成
績
に
 

つ
い
て
、
有
効
性
、
今
後
の
問
題
 

点
な
ど
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
 

た
。
過
去

5年
間
の
胃
集
団
検
 

診
(
職
域
検
診
)
の
総
受
診
者
数
 

は
、
38、

 
3
8
7人
、
要
精
検
 

者
数
7、

 
9
7
1人
、
要
精
検
率
 

20

 .

 8お
、
精
検
受
診
率
8
 

0

 .

 2呢
、
発
見
胃
癌
数
6
2、
 

，
癌
発
見
率
0
 

^
1
6
ぉ
で
 

あ
っ
た
。
ま
た
、
過
去
3年
間
で
 

は
、
要
精
検
率
17，
0ぉ
、
精
 

検
受
診
率
7
 9

 
，

 6お
、
癌
発
見
 

率
は
0，
16呢
で
あ
っ
た
。
最
 

終
病
理
診
断
の
判
明
し
た
党
見
 

胃
癌
症
例
に
つ
い
て
部
位
、
深
 

達
度
な
ど
も
報
告
し
、
最
後
に
、
 

胃
集
検
で
発
見
さ
れ
た
早
期

 ̂

癌
の
症
例
を
呈
示

し
た
い
。
 

令
陸
上
自
衛
隊
(関
東
地
方
)に
 

お
け
る
胃
間
接

X線
検
診
成
績
 

の
検
討
 

自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
区
医
務
室
 

〇
下
屋
正
則
、
藤
岡
高
弘
、
真
方
 

良
彦
、
鈴
木
孝
治
、
伊
藤
仁
 

自
衛
隊
中
央
病
院
内
科
 

白
浜
龍
興
、
大
庭
健
一
、
小
林
正
 

彦
、
小
針
伸
一
、
藤
井
達
也
、
三
 

谷
圭
ー
一
、
楠
原
健
朗
、
岩
本
潤
一
 

【
目
的
】
自
衛
隊
は
国
内
最
大
 

の
職
域
を
有
し
て
お
り
、
胃
検
 

診
は
受
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
 

い
る
。
ま
た
一
一
次
精
密
検
査
の
 

受
診
率
も
高
い
。
今
回
朝
霞
駐
 

屯
地
医
務
室
で

一
次
読
影
し
、
 

一
一
次
精
密
検
査
〔

0
1？
〗
を
 

行
っ
た
成
績
を
検
討
し
た
。
【
对
 

象
】
平
成

9年
度
陸
上
自
衛
隊
 

関
東
地
方
の
胃
検
診

対
象
者
で
、
 

朝
霞
駐
屯
地
で
一
次
及
一
一
次
検
 

診
を
行

つ
た
隙
員

5
 7

 8

 0
0人
 

を
対
象
と
し
た
。
ま
た
平
成

9
 

年
度
よ
り
撮
影
枚
数
が

6枚
法
 

か
ら

7枚
法
と
な
っ
た
為
、
平
 

成

9年
度
の
成
績
を
検
討
对
象
 

と
し
た
。
ま
た
対
象
の
平
均
年
 

齢
は
46-9̂
2̂9059
 

歳
)
で
あ
っ
た
。
【
方
法
】
関
東
 

地
方
の
胃
集
検
は

1
2
0が
/ 

ソ
ぉ
の
バ
リ
ウ
ム
、
4
 2
1
の
発
 

泡
剤
、
鎮
痙
剤
を
用
い
た
車
検
 

診
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

9年
 

度
の
検
診
成
績
を
分
析
し
、
平
 

成

7年
度
全
国
集
計
と
比
較
検
 

討
し
た
。
【
成
績
】
今
回
の
要
精
 

密
検
査
と
な

つ
た
人
員
は

1
0
 

58人
で
、
約
10？
3ぉ
の
要
 

精
検
率
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
 

精
密
検
査
受
診
者

8
9
1
人
 

？
4
 
，
 2
ぉ
：
1中
、
癌
発
見
数
 

は
^
例

(
約
0

 
，
1
6
ぉ
、
1
例
 

進
行
癌
)，
早
期
癌
率

8

 8

 .

 9 

お
と
い
う
成
績
で
あ
っ
た
。
ま
 

た
要
精
密
検
査
対
象
者
中
の
癌
 

発
見
率
は
1
，
0
1
呢
ー
精
検
受
 

診
者
を
1
0
0
呢
と
し
た
場
合
) 

で
あ
っ
た
。
平
成

7年
度
の
全
 

国
集
計
で
は
、
発
見
率
0.04
 

お
、
精
検
受
診
者
中
の
癌
発
見
 

率
は
0
 ，

 6

 4お
(精
検
受
診
者
 

を

1
0
0
呢
と
し
た
場
合
)で
 

あ
り
全
国
成
績
に
比
し
良
好
な
 

成
績
で
あ
っ
た
。
ま
た
全
国
集
 

計
で
は
要
精
検
率
が

1
1
，
1
 

お
で
当
施
設
の
要
精
検
率
は

1
 

8
 .

 3
ぉ
で
あ
り
、
要
精
検
率
に
 

関
し
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
 

と
思
わ
れ
た
。
【
結
論
】
今
回
関
 

東
地
方
陸
上
自
衛
隊

の
平
成

9
 

年
度
胃
集
団
検
診
の
成
績
を
検
 

討
し
た
。
自
衛
隊
は
検
診
の
管
 

理
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
胃
 

間
接

X線
は
職
域
集
検
に
役
立
 

て
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
 

令
当
院
に
お
け
る
検
診
発
見
胃
 

癌
例
の
検
討
 

熊
谷
総
合
病
院
外
科
 

〇
遠
藤
正
人
、
三
好
弘
文
、
角
田
 

洋
三
、
青
木
泰
斗
、
星
野
敏
彦
 

当
院
に
て
平
成
5年
1月
よ
 

り
平
成
9年
1
2月
ま
で
に
取
 

り
扱
つ
た
胃
癌
症
例
は
3
3
2
 

例
で
そ
の
う
ち
何
ら
か
の
検
診
 

で
発
見
さ
れ
た
胃
癌
症
例
は

6
 

7例
(ミ
り
-？
ぉ
)で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
ら
の
症
例
に
つ
い
て
年
齢
、
 

8

 

8

 6̂予
後
に
っ
ハ
て
 

非
検
診
例
と
比
較
検
討
し
た
。
 

年

齢

に

つ

い

て

は

検

診

例

の
 

ピ
︱
ク
が
6
0歳
代
に
あ
る
の
 

に
対
し
、
非
検
診
例
で
は

6
0
 

歳
か
ら

7
 
0歳
代
に
ピ
︱
ク
が
 

認
め
ら
れ
た
。
ま
た

5 Iほ
60
 

6別
で
は
検
診
例
で
は
^
症
例
 

が
4
9
.
3
ぉ
を
占
め
た
の
に
 

対
し
て
、
非
検
診
例
で
は
2
0
，
 

4お
で
あ
り
明
ら
か
に
検
診
例
 

で
は
8
 I

 3

 216の
早
い
症
列
 

が
多
か
つ
た
。
ま
た
、
予
後
に
関
 

し
て
も
検
診
例
と
非
検
診
例
で
 

は
大

き
な
差
異
が
見
ら
れ
た
。
 

奢
過
去

1
0年
間
の
間
接
撮
影
 

読
影
医
の
個
人
評
価
と
見
直
し
 

例
の
検
討
 

伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
 

〇
倉
繁
徹
昭
、
山
田
俊
彦
、
堤
京
 

子
、
渡
辺
幸
康
、
望
月
裕
文
、
緦
 

嘉
津
記
、
小
田
島
博
、
山
根
治
、
 

岡
田
養

一
、
木
村
稳
、
小
内
幾
 

一
一
、
笛
木
和
彦
、
本
多
隆
ー
、
鶴
 

谷
嘉
武
、
下
条
宏
、
多
賀
谷
茂
、
 

角
田
紘
ー
一
、
渡
辺
徹
、
小
出
仁
、
 

木
暮
道
夫
、
林
佐
千
夫
、
桑
原
龍
 

雄
、
飯
島
義
次
、
長
谷
川
昭
衛
 

同
医
師
会
病
院
堀
越
勤
 

同
成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー
 

宮
田
弘
臣
 

関
口
医
院
関
口
利
和
 

当
医
師
会
で
は
、
昭
和

6
1
 

年
度
よ
り
胃
集
検
を
行
つ
て
い
 

る
が
、
昭
和
6
 3年
度
よ
り
、
平
 

4̂
10年
3月
末
日
ま
で
の
1
 

0年
間
の
総
受
診
者
数
は
、

1
 

14、

 
3
7
4人
、
養
精
検
者
数
 

は
2
 0
、

 9
1
0
0人
、
養
精
検
率
 

は
18

 ，

 2

 9
お
、
発
見
胃
癌
数
 

は
2
3
4例
、
う
ち
早
期
癌
は
 

165例

7̂0

 

， 5
ぉ
〉
、
胃
 

癌
発
見
率
は
？
20免
、
胃
癌
 

発

見

効

率

は

、

早

期
 

胃
癌
党
見
率
は
0
 
，
1
4
ぉ
、

早
 

期
胃
癌
発
見
効
率
は

7 
9
お
で
 

あ
っ
た
。
 

読
影
は
間
接
撮
影
7枚
、
1
 

6名
の
第
一
読
影
者
と
、
集
団
 

検
診
学
会
認
定
医
5名
の
第
一
一
 

読
影
者
に
よ
る
、
ォ
ー
プ
ン
-ダ
 

ブ
ル
チ
ヱ
ッ
ク
方
式
で
行
っ
た
。
 

10年
間
の
読
影
医
の
評
価
を
、
 

第

一
読
影
と
第
一
一
読
影
の
グ
 

ル
︱
プ
別
、
2
1名
の
個
人
別
 

に
行
っ
た
。
 

評
価
項
目
は
、
要
精
検
率
、
他
 

部
位
指
摘
例
を
除
い
た
正
診
例
 

の
比
率
、
並
び
に
、
正
診
例
の
早
 

期
癌
と
進
行
癌
別
の
比
率
、
見
 

逃
し
例
の
比
率
、
並
び
に
見
逃
 

し
例
の
早
期
癌
と
進
行
癌
の
比
 

率

、

進

行

癌

に

お

け

る

前

年
 

フ
ィ
ル
ム
上
の
示
現
の
有
無
に
 

よ
る
見
逃
し
、
な
ど
で
あ
る
。
 

更
に
見
逃
し
例
を
、
部
位
、
大
 

き
さ
、
深
達
度
別
に
検
討
し
て
 

報
告
す
る
。
 

令
練
馬
区
民
を
対
象
と
し
た
胃
 

癌
検
診
の
推
移
 

練
馬
区
医
師
会
医
療
検
診
セ
ン
 

夕
︱
 

〇
今
野
重
光
、
中
田
真
路
、
中
原
 

大
輔
、
田
中
美
紀
、
小
林
美
智
 

子
、
滝
田
武
信
、
久
保
田
輝
夫
 

社
会
保
険
中
央
病
院
濱
田
勉
 

従
来
よ
り
当
施
設
に
お
い
て
、
 

練
馬

区
か
ら
の
委
託
業
務
と
し
 

て
、
成
人
病
健
診
を
実
施
し
て
 

き
ま
し
た
が
、
今
回
私
達
は
当
 

健
診
の
中
で
胃
癌
検
診
に
つ
い
 

て
、
平
成

2
年
度
よ
り

ア
ン
 

ケ
︱
ト
調
査
を
含
め
て
統
計
を
 

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
胃
癌
検
 

診
の
受
診
率

は
、
対
象
区
民
約
 

2
7万
人
に
対
し
て
平
均
5ぉ
 

で
す
。
又
、
胃
精
密
検
査
の
受
診
 

率
が
平
均
2
7
.
4
ぉ
で
胃
癌
 

検
診
の
精
度
管
理
上
問
題
が
あ
 

り
ま
す
が
、
今
後
こ
の
点
を
考
 

慮
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
 

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

1
般

演

題

卩
 

座

長

群

馬

県

健

康

づ

く
 

り
財
団
 

今
井
貴
子
 

令
血
清
ぺ
プ
シ
ノ
 ︱

ゲ
ン
法
陰
 

性
胃
癌
の
検
討
 

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
 

〇
茂
木
文
孝
、
今
井
貴
子
 

関
口
医
院
関
口
利
和
 

目
的
ぺ
プ
シ
ノ
︱
ゲ
ン
(？
 

㊀
)法
陽
性
癌
と
？

 0法
陰
性
癌
 

と
を
比
較
す
る
こ
と
で
？
6法
 

陰
性
癌
の
特
徴
を
検
討
し
た
。
 

対
象
間
接

X
線
法
に

よ
る
胃
 

が
ん
検
診
発
見
胃
癌
の
う
ち
、
 

？
 0値
測
定
を
行
つ
た
2

 
0
0
 

例

。

結

果

？
 
0法
陰
性
癌
は
 

7
例

(
さ

ろ

呢

)
認

め

た

。

？
 

0法
陰
性
癌
は

ん
領
域

癌
の
比
 

率
が
比
較
的
大

き
く
、
特
に
幽
 

門
前
庭
部
の
陥
凹
型
早
期
癌
が
 

偽
陰
性
に
な
り
や
す
い
と
考
え
 

ら
れ
た
。
 

令
胃
集
検
に
お
け
る
間
接
X線
 

法
と
血
清
べ
プ
シ
ノ
 
︱
ゲ
ン
法
 

と
で
の
胃
癌
発
見
成
績
の
比
較
 

検
討
 

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
 

内
視
鏡
科
 

〇
志
賀
俊
明
、
大
浦
通
久
、
幸
 

田
隆
彦
、
長
浜
隆
司
、
松
本
悟
、
 

八
卷
悟
郎
、
野
本

一
夫
 

〔
目
的
〕
胃
集
検
に
お
け
る
血
清
 

ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
(
以
下
ド
0
 

法
)
の
有
用
性
を
検
討
す

る
た
 

め
に
、
胃
癌
の
高
頻
度
群
で
あ
 

る
、
胃
集
検
を
受
診

し
た
5
0
 

歳
以
上
の
男
性
の
中
か
ら
無
作
 

為

抽

出

を

行

つ

た

。

当

セ

ン
 

タ
ー
を
受
診

し
た
こ
れ
ら
の
例
 

に
対
し
て
は
、
前
例
？
0検
査
 

を
含
め
内
視
鏡
検
査
を
施
行
 

し
、
胃
癌
検
診
に
お
け
る
間
接
 

X線
法
と
？

 
0法
と
で
の
胃
癌
 

発
見
成
績
の
比
較
検
討
を
行
つ
 

た
.！
 

〔
対
象
お
よ
び
方
法
〕
対
象
は
1
 

995年
8月
よ
り
1998
 

年
3月
ま
で
の
2年
8ヶ
月
間
 

に
、
胃
集
検
を
受
診

し
た
5
0
 

歳
以
上
の
男
性
の
中
か
ら
無
作
 

為
抽
出
を
行
つ
た
3
6
3
2例
 

で
、
平
均
年
齢
は

6
0
歳
で
 

あ
っ
た
。
間
接
撮
影
は
高
濃
度
 

低

粘

調

性

の

バ
リ

ウ

ム

を

用
 

い
、
前
壁
一
一
重
造
影
を
2枚
含
 

む

8枚
法
で
行
い
、
読
影
基
準
 

は

人
癌
、
癌
疑
い
、

8
病
変
存
 

在
確
実
、
に
病
変
存
在
疑
い
の
 

3段
階
を
用
い
た
。
？
0の
基
 

#
|直
は
0"法
？

 01直
7
0

 
^
 

/
1以
下
か
つ

1
/
0比
3以
 

下
、
わ
法
？
 
61値
50お
/
 

以̂
下
か
つ
1/0比
3以
下
、
 

じ
法
？
 01値
30お
以
 

下
か
つ

1
/
3比
2以
下
の

3
 

段
階
を
設
定
し
た
。
 

〔
成
績
〕
り
内
視
鏡
検
査
で
最
終
 

的
に
発
見
さ
れ
た
胃
癌
は
、
進
 

行
癌

2例
、
早
期
癌

3
6例
で
 

あ
っ
た
。
 

^
間
接
X線
法
で
の
病
変
の
指
 

摘
は
、
正
診

5
例
、
他
部
位
 

チ
ヤ
ッ
ク
1
0例
の
計
1
5例
。
 

お
？
 0法
で
の
陽
性
例
は
3法
 

で
2
9列
、
ヒ
法
で
2
4例
0
 

法
で
1
5例
で
あ
つ
た
。
 

〔
ま
と
め
〕
50歳
以
上
の
男
性
 

を
対
象
と
し
た
場
合
、
？ 
0法
 

は
間
接

X線
法
よ
り
胃
癌
拾
い
 

上
げ
で
勝
っ
て
い
た
。
高
齢
者
 

の
胃
集
検
法
と
し
て
は
？
；
5法
 

は
有
有
な
検
査
法
と
考
え
る
。
 

I
般

演

題

川
 

座

長

辰

野

総

合

病

院
 

松

崎

廉
 

令
胃
集
検
時
の
食
道
造
影
を
契
 

機
に
発
見
さ
れ
た
早
期
食
道
癌
 

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
消
 

化
器
科
 

〇
松
本
悟
、
大
浦
通
久
、
幸
田
 

隆
彦
、
長
浜
隆
司
、
志
賀
俊
明
、
 

も
本
一

夫
 

食
道
表
在
癌
の
発
見
を
目
的
 

と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
1
 

9
 97年
5月
よ
り
5

 
0歳
以
 

上
の
男
性
に
対
し
て
胃
集
検
時
 

に
食
道
造
影
を
ル
ー
チ
ン
と
し
 

て
追
加
す
る
検
査
を
開
始
し
た
。
 

19900年
4月
ま
で
の
1年
 

間
に
、
食
道
造
影
写
真
で
異
常
 

を
指
摘
さ
れ
た
中
か
ら

3例
の
 

早
期
食
道
癌
が
発
見
さ
れ
た
。
 

そ
の
3例
の
詳
細
を
報
告
す
る
。
 

令
手
術
を
拒
否
し
た
集
検
発
見
 

胃
癌
長
期
生
存
例
 

安
房
医
師
会
 

〇

原

久

弥

、

中

川

真

也
 

安
房
医
師
会
病
院
 

奥
井
勝
！
一
、
石
川
敏
三
、
隅
越
利
 

雄
 第

59回
本
学
会
へ
平
成
7年
 

新
潟
市
)に
て
「
集
検
発
見
胃
癌
 

の
非
手
術
例
」
に
つ
い
て
報
告
I 

し
た
が
、
そ
の
後
平
成

9年
ま
 

で
の

2
9年
間
で
手
術
を
行
わ
 

な
か
っ
た
症
例
は

5
3
例
(
全
 

発
見
胃
癌
7
9
7例
中
6

 
4
 6 

%
)に
な
る
。
高
齢
、
合
併
症
、
 

手
術
不
適
な
ど
病
院
側
が
手
術
 

を
勧
め
な
か
っ
た
症
例
の
ほ
か
、
 

早
期
と
思
わ
れ
な
が
ら
手
術
を
 

拒
否
し
た
症
例
は

1
5
例
で
 

あ
っ
た
。
全
例
追
跡
調
査
が
可
 

能
で

あ
つ
た
が
、
1
0年
以
上
 

生
存
例
は

3例
あ
り
、

そ
の
う
 

ち
2例
は
そ
れ
ぞ
れ
1
5年
、
 

1
1年
で
生
存
中
、

1例
は

1
 

6年
目
に
肺
炎
で
死
亡
し
て
い
 

る
。
そ
の
う
ち
1
1年
生
存
例
 

の
10年
目
の
内
視
鏡
所
見
と
、
 

死
亡
例
の
胃
癌
進
行
状
態
を

X
 

線
像
と
内
視
鏡
所
見
で
報
告
す
 

る
。
 

【
症
例
〕
昭
和
7年
生
、
男
性
。
 

昭
和
5
7年
(丄
さ
^
-ョ
)胃
集
 

検
(間
接

X線
)
に
て
胃
体
下
部
 

大
弯
変
形
、
粘
膜
異
常
に
て

要
 

精
埃
、
內
視
镜

に
て
同

部
に
 

2
ケ
の
浅
い
潰
瘍
と
周
辺
の
不
 

整
な
隆
起
よ
り
ボ
︱
ル
マ
ン
3
 

型
進
行
癌
、
ま
た
は
^
が
疑
わ
 

れ
、
バ
イ
オ
プ
シ
ー
で
は

6
 
^
 

0
 3

 

V
、 ？

 0112で
あ
つ
 

た
。
手
術
を
勧
め
た
が
あ
く
ま
 

で
も
拒
否
。
そ
の
後
自
覚
症
状
 

も
な

く
経
過
し
て
い
た
が
平
成
 

5年
〈
1993一

 1
1年
3ケ
 

月
後
、
吐
血
で
緊
急
入
院
、
集
検
 

時
の
所
見
は
拡
大

し
胃
体
大
弯
 

に
巨
大
な
癌
性
潰
痛
と
さ
ら
に
 

噴
門
直
下
に
も
巨
大
潰
瘍
、
こ
 

の
時
も
手
術
拒
否
、
制
癌
剤
投
 

与
の
後
退
院
。
そ
の
4年
後
へ
1
 

9
9
7〕
う
つ
病
に
て
神
経
科
 

入
院
、
内
視
鏡
と

X線
検
査
の
 

結
果
、
胃
体
下
部
全
周
の
硬
化
 

像
と
狭
窄
、
噴
門
直
下
の
大

き
 

な
隆
起
な
ど
多
彩
な
像
を
呈
し
 

て
い
た
が
、
胸
部
X線
、
じ
丁
検
 

査
で
は
肺
、
肝
そ
の
他
転
移
を
 

思
わ
せ
る
所
見
を
認
め
な
か

つ
 

た
。
し
か
し
平
成

1
0年
3月
 

2
 8日
、
^

 &

 5八
感
染
に
よ
 

る
肺
炎
に
て
死
亡
し
た
。
5
0
 

歳
で
胃
癌
が
診
断
さ
れ
、
手
術
 

を
行
わ
な
い
ま
ま
経
過
し
集
検
 

診
断
時
よ
り
1
6年
目
、
6
6
 

歳
で
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
。
 

早
期
胃
癌
、
特
に
陥
凹
型
の
場
 

合
、
長
期
に
進
行
し
な
い
症
例
 

は
「
悪
性
サ
イ
ク
ル
」
と
し
て
報
 

一
口
さ
れ
て
い
る
が
進
行
癌
の
ま
 

ま
長
期
に
生
存
し
た
報
告
は
少
 

な
い
。
早
期
癌
と
し
て
手
術
を
 

行
っ
て
い
な
が
ら
、
転
移
し
再
 

発
す
る
症
例
が
あ
る

一
方
、
こ
 

の
よ
う
な
症
例
も
あ
る
こ
と
を
 

報
告
す
る
。
 

拳
検
診
発
見
胃
癌
に
お
け
る
内
 

視
鏡
的
粘
膜
切
除
例
の
臨
床
病
 

理
学
的
検
討
 

癌
研
究
会
附
属
病
院
総
合
検
診
 

セ
ン
夕
ー
 

〇
牟
田
仁
彦
、
馬
場
保
昌
、
松
永
 

千
佳
、
宮
崎
士
郎
、
坂
口
孝
一
 

【
目
的
】
胃
集
検
発
見
の
う
ち
 

内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
〖

5
2
化
) 

を
行

つ
た
例
の
内
視
鏡
所
見
な
 

ら
び
に
臨
床
病
理
学
的
特
徴
を
 

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
 

【
対
象
】
過
去
2年
間
〖
1
9
 

9
6、
1
9
9
7年
)に
当
セ
 

ン
タ
︱
で
発
見
さ
れ
た
胃
癌
 

〈
1
1
0例
)の
う
ち
、
ョ
"
尺
 

を
施
行
し
た
31例
で
あ
る
。
 

【
方
法
】
肉
眼
な
ら
び
に
内
視
 

鏡
所
見
の
特
徴
、
生
検
組
織
診
 

断
と

6
2お
組
織
診
断
成
績
を
 

比
較
し
、
内
視
鏡
的
質
診
断
の
 

指
標
を
検
討
し
た
。
 

【
成
績
】
全
発
見
胃
癌
〖
1
1
 

0
例
)
の
う
ち
本
院
で

6
2
尺
 

を
施
行
し
た
奨
励
は
、

3
1例
 

(
2
8
%
)で
あ
っ
た
。

3
1例
 

の
特
徴
は
、

1
|未
満
の
隆
起
 

型
、
分
化
型
癌
が

人
領
域
後
壁
 

に
多
か
っ
た
。
 

【
結
果
】
全
発
見
胃
癌
〖
1
1
 

0
例
)
の
う
ち
内
視
鏡
的
粘
膜
 

切
除
施
行
例
は

3
1
例
〖

2
8
 

お
)を
占
め
、
救
命
可
能
な
胃
癌
 

の
発
見
の
み
な
ら
ず
、

0
0し
 

の
面
で
も
貢
献
で
き
た
と
思
わ
 

れ
た
。
生
検
組
織
診
断
と

2
 2
 

&
標
本
組
織
診
断
を
比
較
し
、
 

肉
眼
所
見
な
ら
び
に
内
視
鏡
所
 

見
の
特
徴
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
 

報
告
す
る
。
 

I
般

演

題

が
 

座

長

神

奈

川

県

労

働

衛

生
 

福

祉

協

会

石

渡

良

徳
 

令
胃
集
検
放
射
線
装
置
等
実
態
 

調
査
か
ら
検
診
に
お
け
る
胃
撮
 

影
法
の
分
析
 

神
奈
川
県
立
厚
木
病
院
 

村
西
久
幸
 

今
回
の
調
査
は
、
平
成

8年
 

に
日
本
消
化
管
撮
影
研
究
会
実
 

態
調
査
班
が
行
っ
た

も
の
で
あ
 

る
。

こ
の
中
か
ら
間
接
撮
影
技
 

術
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
 

胃
間
接
撮
影
で
は
、
7法
と
8
 

枚
法
が
5年
前
に
比
較
し
5
0
 

%
増
加
し
、
全
体
の
9
7ぉ
と
 

な
っ
た
。
ま
た
撮
影
体
位
別
で
 

は
、
前
壁
一
一
重
造
影
法
が
5
 3
 

お
と
5年
間
で
2
 
0お
増
加
し
 

た
。
腹
臥
位
粘
膜
像
と
合
わ
せ
 

て
前
壁
撮
影
は

9
 0呢
の
実
施
 

率
で
あ
る
。
ま
た
胃
体
上
部
に
 

つ
い
て
も
、
右
下
側
臥
位
な
ど
 

が
取
り
入
れ
ら
れ

こ
の
領
域
の
 

撮
影
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
 

い
る
。
 

撮
影
法
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
 

年
次
推
移
か
ら
見
て
も

7枚
法
 

の
普
及
と
、
標
準
撮
影
法
の
 

8！
 
2法
が
お
お
く
見
ら
れ
る
。
 

最
近
の
傾
向
で
あ
る
一
一
重
造
影
 

法
の
重
点
的
撮
影
法
に
つ
い
て
 

も
、
前
壁
一
一
重
造
影
像
の
撮
影
 

の
普
及
に
よ
り
、
一
枚
目
に
腹
 

臥
位
充
盈
ゃ
前
壁
を
撮
影
す
る
 

方
式
が
増
加
し
、
間
接
撮
影
の
 

順
序
な
ど
が
変
化
し
て
き
て
い
 

る
。
 

検
診
に
お
い
て
は
、
受
診
拡
 

大
が
事
業
目
的
で
あ
つ
た
が
、
 

現
状
で
は
数
の
伸
び
よ
り
も
質
 

の
充
実
が
望
ま
れ
る
傾
向
と
な
 

り
、
撮
影
法
に
お
い
て
の
胃
の
 

全
域
を
網
羅
で
き
る
撮
影
法
や
、
 

細
密
な
画
像
の
表
現
に
よ
る
微
 

少
な
病
変
の
発
見
が
重
要
と
見
 

ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
 

の
現
状
を
分
析
し
発
表
す
る
。
 

令
胃
集
検
に
お
け
る
撮
影
体
位
 

の
検
討
 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
 

〇
小
玉
光
也
、
福
岡
和
治
、
高
田
 

恵
子
、
永
井
勝
司
、
福
岡
良
和
、
 

本
田
今
朝
男
、
石
渡
良
徳
、
海
老
 

根
精
一
一
、
有
森
正
樹
、
窪
田
博
義
 

【
目
的
】
胃
集
検
撮
影
の
検
査
 

効
率
と
診
断
精
度
の
向
上
を
目
 

的
に
、
必
要
な
撮
影
体
位
を
検
 

討
し
た
の
で
報
告
す
る
。
 

【
対
象
】
切
除
さ
れ
た
胃
癌
1
 

3
 9列
、
14

 3病
変
で
直
接
 

X線
撮
影
に
て

1
0体
位
が
撮
 

影
さ
れ
て
い
た
も
の
を
対
象
と
 

し
た
。
 

【
方
法
】
一
一
重
造
影
、
充
満
像
、
 

圧
迫
等
10体
位
に
分
け
、
じ
-

2，
人
分
類
別
、
壁
在
性

別
に
各
 

体
位
毎
の
癌
の
描
出
率
を
集
計
、
 

検
討
し
た
。
 

【
結
果
】
充
満
法
、
一
一
重
造
影
 

法

の
病
変
描
出
率
は
早
期
癌
で
 

は
、
じ
領
域
に
お
い
て
一
一
重
造
 

影
振
り
分
け
像
が
1
0
0
ぉ
の
 

描
出
率
、
右
側
臥
位
像
000ぉ
、
 

一
一
重
造
影
立
位
第
一
斜
位
像
6
 

0ぉ
、
上
部
前
壁
像
60ぉ
の
 

描
出
率
に
比
し
て
充
満
法
の
描
 

出
率
は
0ぉ
で
あ
っ
た
。
 

領̂
域
に
お
い
て
は
一
一
重
造
 

影
正
面
像
は
96，
4ぉ
、
第
一
 

斜
位
像
6
 

7
.
9
^
、
下
部
前
壁
 

像
57

 
，
1
ぉ
の
描
出
率
に
比
 

し
て
、
立
位
、
腹
臥
位
充
満
像
で
 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
35
 
，
 7
ぉ
、
3
 

9
 .

 3%
で
あ
つ
た
。
 

早
期
癌
に

つ
い
て
は
各
領
域
と
 

も
一
一
重
造
影
法
が
優
位
で
あ
つ
 

た
。
 

進
行
癌
の
描
出
率
は
、
2
、
ん
 

領
域
に
お
い
て
充
満
法
も
効
率
 

で
あ
っ
た
が
、
じ
.".八
い
ず
 

れ
に
お
い
て
も
一
一
重
造
影
法
の
 

描
出
率
を
下
回
る
結
果
と
な

つ
 

力
。
 

壁
在
性
、
大

き
さ
に
つ
い
て
は
 

現
在
集
計
中
で
あ
る
。
 

【
ま
と
め
】
時
間
.人
数
-枚
 

数
等
効
率
と
精
度
を
要
求
さ
れ
 

る
胃
集
検
に
お
い
て
も
、
透
視
 

観
察
に
加
え
、

バ
リ
ウ
ム
付
着
 

の
良
い
一
一
重
造
影
主
体
の
7体
 

位
が
撮
影
さ
れ
て
い
れ
ば
、
読
 

影
、
診
断
が
可
能
と
考
え
ら
れ
 

奢
当
施
設
に
お
け
る
直
接
胃

X
 

線
検
査
法
と
そ
の
発
見
胃
癌
例
 

の
検
討
 

癌
研
究
会
附
属
病
院
総
合
検
診
 

セ
ン
タ
ー
 

〇
松
本
史
樹
、
坂
東
孝
一
、
宮
城
 

佳
宏
、
桑
田
祥
考
、
牟
田
仁
彦
、
 

宮
崎
士
郎
、
坂
口
孝
一
、
馬
場
保
 

昌
 【

目
的
】
よ
り
正
確
な
病
変
描
 

出
が
可
能
な
直
接

X
線
検
査
 

(二
次
検
診
)の
手
技
を
求
め
る
 

こ
と
に
な
る
。
 

【
対
象
.方
法
】
過
去
2年
間
 

一
1996、
199

 7年
)に
 

当
セ

ン
タ

ー
の
直
接

X線
管
理
 

で
発
見
さ
れ
た

1
6
例
(早
期
 

癌
1
2例
、
進
行
癌
4例
)を

対
 

象
と
し
た
。
現
行
の
直
接

X線
 

検
査
(
一
一
次
検
診
)
で
は
、
高
濃
 

度
.低
粘
度
(き
。
，
バ
リ
 

ゥ
ム
を
160,1使
用

し
、
空
 

気

注

入

は

な

る

べ

く

細

径
 


